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エネ研は、地域産業活性化への貢献を目指し、様々な研究開発事業を展開してい
ます。このうち、令和７年度の主な研究開発事業について御紹介いたします。

令和７年５月２６日発行

令和７年度の主な研究開発事業の御紹介

エ ネ 研 ニ ュ ー ス

育種分野 植物・菌類のイオンビーム育種研究、
生物資源のDNA情報・特性等の解析評価研究

イオンビーム照射による品種改良をより効率化するため、
実用作物へのDNA修復阻害剤の併用、炭素ビーム高LET領
域の利用などの照射方法の開発研究や、有用形質を効率的
に見つけるためのDNAマーカーの開発などの形質評価方法
の開発研究を行っています。また、植物、真菌類、細菌類
などのイオンビーム照射を用いた品種改良を、福井県農業
試験場や福井県立大学のような他試験研究機関などと共同
で行っています。

本年度も引き続き、照射方法や形質評価方法の開発研究
を進めるとともに、晩生のイネの早生化や高温耐性のイネ
の開発、福井県で栽培できる早生コムギの開発などの作物
育種や、酒造りに使用する酵母、チーズ製造に用いる乳酸
菌のような真菌類・細菌類の新品種開発、有色米の抗酸化
能力評価のような品種評価研究を様々な試験研究機関や
企業と共同で行います。

品種登録出願中のビンカ  せと福
BUMR(未来アグリス㈱との共同研究)

宇宙分野 宇宙で利用される機器・材料の評価技術開発

宇宙産業は世界的に急速な発展を見せており、県内でも産学官連携での対応が本格化
しています。エネ研のイオン加速器は、この宇宙産業で必要な環境試験の一種である
「宇宙放射線模擬照射試験」を実施可能な全国的にも稀少な装置です。この特性を活用
し、ＪＡＸＡや県内をはじめ全国の多数の企業・大学とともに、宇宙産業の重要インフ
ラである人工衛星や探査機などの宇宙機を対象とした宇宙放射線の模擬照射技術の開発
や照射試験を行い、宇宙産業の発展に貢献しています。

宇宙放射線耐性評価試験に
使用するイオンビーム照射装置

本年度も引き続き、
ＪＡＸＡや県内企業・大
学等との共同研究により
宇宙機に搭載する電子部
品や太陽電池への宇宙放
射線模擬照射技術の高度
化・標準化を進め、国内
の関連企業等の試験ニー
ズへ対応していきます。
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廃止措置工事に係る情報交換会を開催しました

令和７年度の主な研究開発事業の御紹介

粒子線がん治療高度化研究
福井県立病院や福井大学などと連携して、陽子線がん治療などの放射線療法と薬物

療法を併用した集学的治療によるがん治療の高度化・効率化に向けた研究を進めてい
ます。令和４年度から、分子標的薬（がん細胞中の異常なタンパク質の働きを阻害す
る治療薬）と陽子線の併用によるがん治療効果を検証するための生物研究を開始しま
した。 

医療分野

がんを移植したモデルマウスを治療し、腫瘍分布の
時間変化を精密に測定して治療の効果を評価

本年度も引き続き、モデルマウスを用いて
分子標的薬と陽子線やX線の併用によるがん
治療効果の検証を進めます(右図）。また、が
んの放射線治療における副作用の発生を抑制
あるいは症状を緩和する薬剤の開発に向けた
研究や新しい放射線照射方法によるがん治療
効果向上に向けた生物の放射線応答機構の解
明など、より治療効果が高く患者さんに優し
いがん治療を実現するための研究を関係機関
と連携しながら積極的に進めていきます。

個別面談会場全体説明会場

令和７年４月２４日、（国研）日本原子力研究開発機構 高速増殖原型炉もんじゅの
廃止措置工事である「水・蒸気系等発電設備の解体撤去（タービン建物３階以下の大型
機器解体撤去）」の元請会社と、工事参入に関心のある県内企業との情報交換会を開催
し、１７社に参加していただきました。情報交換会は、県内企業の原子力発電所廃止措
置工事への参入支援につなげる事業として開催しており、今回で１８回目となります。

 「全体説明会」では、（国研）日本原子力研究開発機構から廃止措置への取り組み状
況について、また元請会社から工事内容や必要な技術要件などの説明を行い、時間帯別
に３社～４社で１組のグループに分かれて、あらかじめ収録された映像を視聴しました。
元請会社との「個別面談」も実施し、こちらには６社が参加され、具体的な作業内容の
確認や質問、自社技術力の直接アピールなどが積極的に行われました。また、参加企業
同士が自由に交流できる会場も設け、交流活動を後押ししました。

開催後のアンケートでは、「参加企業同士で連絡
先を交換できた」「普段お付き合いがない企業と出
会えた」などの声が寄せられました。
  エネ研では、今後もこのような情報交換会や研修
等を開催し、県内企業の廃止措置工事への参入をサ
ポートしてまいります。
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